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目
安
で
、
年
齢
・
家
族
構
成
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
学

校
か
ら
配
布
さ
れ
る
「
学
校
で
か

か
る
費
用
の
援
助
が
受
け
ら
れ
る

お
知
ら
せ
～
就
学
援
助
費
」
を
ご

覧
下
さ
い
。

内
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
・
修

学
旅
行
費
・
給
食
費
等
の
援
助

申
４
月
　
日
ま
で
に
、
直
接
学
校

２７

ま
た
は
学
務
課
（
郵
送
も
可
、
４

月
　
日
の
消
印
有
効
）
へ
。

３０
※
５
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す

が
、
認
定
月
が
変
わ
り
ま
す
。

※
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
給

食
費
な
ど
一
部
の
費
目
の
み
の
支

給
と
な
り
ま
す
。
他
の
費
目
に
つ

い
て
は
、
住
民
登
録
地
の
教
育
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
市
内
在
住
で
、
町
田
市
立
以
外

の
小
・
中
学
校
（
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
を
含
む
）
に
在
籍
の

方
は
、
学
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

４
月
か
ら
学
校
に
通
い
始
め
た
新

１
年
生
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち

の
交
通
安
全
に
は
、
自
転
車
の
人

も
、
ク
ル
マ
を
運
転
す
る
人
も
、

市
民
み
ん
な
が
気
を
配
り
、
必
要

な
と
き
に
は
子
ど
も
た
ち
に
「
声

か
け
」
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
　
市
は
今
月
、
今
後
５
か
年
に
わ

た
る
「
交
通
安
全
行
動
計
画
」
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
交
通
事
故

の
削
減
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
、
事
故
件
数
の
減
少
を
数
値

目
標
と
し
て
定
め
ま
し
た
。
数
値

目
標
と
し
て
、
２
０
１
０
年
１
年

間
の
人
身
事
故
件
数
１
６
９
３
件

を
、
５
年
後
に
３
割
削
減
の
１
１

８
０
件
ま
で
減
ら
そ
う
と
い
う
計

画
で
す
。
市
民
全
体
で
取
り
組
ん

で
こ
の
目
標
を
実
現
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 小
・
中
学
校
で
か
か
る
費
用
の
一

部
を助

成
し
ま
す

【
就
学
援
助
費
】

対
①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
世
帯
全
員
の
２
０
１
１
年
中
の

合
計
所
得
の
合
算
が
一
定
基
準
額

を
超
え
な
い
方

○
基
準
額
と
は

　
例
え
ば
本
人
・
配
偶
者
・
子
ど

も
２
人
の
４
人
家
族
で
借
家
の
場

合
は
年
間
の
合
計
所
得
が
約
３
３

３
万
円
以
下
、
同
様
の
家
族
構
成

で
持
家
の
場
合
は
年
間
の
合
計
所

得
が
約
２
５
０
万
円
以
下
を
い
い

ま
す
（
合
計
所
得
と
は
年
間
の
収

入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た

後
の
金
額
）。

　
た
だ
し
、
こ
の
金
額
は
大
体
の

【
就
学
奨
励
費
】

対
町
田
市
立
小
・
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者

内
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
・
修

学
旅
行
費
・
給
食
費
・
宿
泊
訓
練

費
等
の
援
助
（
世
帯
の
所
得
に
よ

り
異
な
る
）

※
通
級
指
導
学
級
在
籍
者
の
方
に

は
通
級
費
（
通
学
費
）
の
み
を
支

給
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
学
校
か
ら
配
布
さ
れ

る
「
学
校
で
か
か
る
費
用
の
援
助

が
受
け
ら
れ
る
お
知
ら
せ
～
就
学

奨
励
費
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

申
４
月
　
日
ま
で
に
、
直
接
学
校

２７

ま
た
は
学
務
課
（
郵
送
も
可
、
４

月
　
日
の
消
印
有
効
）
へ
。

３０
※
通
級
指
導
学
級
に
つ
い
て
は
、

通
級
指
導
学
級
担
任
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

※
５
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す

が
、
認
定
月
が
変
わ
り
ま
す
。

◇

問
学
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
７
６

返
７
２
４
・
１
１
５
９

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

ダ
リ
ア
園
の
休
憩
所

　
４
月
か
ら
町
田
ダ
リ
ア
園
内

に
、
七
国
山
周
辺
の
案
内
や
市
内

福
祉
施
設
で
製
作
さ
れ
た
工
芸
品

等
の
展
示
・
販
売
を
行
う
休
憩
所

を
開
設
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。

時
間
午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

　
分
３０問

町
田
ダ
リ
ア
園
辺辺
７
２
２
・
０

５
３
８
、
町
田
市
障
が
い
福
祉
課

辺辺
７
２
４
・
２
１
４
７
返
７
２
４

・
１
１
９
１

離
職
し
た
方
に

家
賃
を
支
給

　
２
０
０
７
年
　
月
１
日
以
降
に

１０

離
職
し
た
方
で
、
住
宅
を
失
っ

た
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
あ
る
方

に
家
賃
を
支
給
し
、
住
宅
及
び
就

労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
　
①
２
０
０
７
年
　
月
１
日
以

１０

降
に
離
職
し
、
住
宅
を
失
っ
た
、

ま
た
は
失
う
恐
れ
が
あ
る
②
世
帯

の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
、
ま
た

は
現
在
維
持
し
て
い
る
③
就
労
能

力
及
び
常
用
就
職
の
意
欲
が
あ

り
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の

申
し
込
み
を
行
う
④
世
帯
の
月
の

収
入
合
計
が
、
単
身
世
帯
は
８
万

４
０
０
円
＋
家
賃
額
（
上
限
５
万

３
７
０
０
円
）
未
満
、
２
人
世
帯

は
　
万
２
０
０
０
円
以
下
、
３
人

１７
以
上
世
帯
は
　
万
２
０
０
０
円
＋

１７

家
賃
額
（
上
限
６
万
９
８
０
０

円
）
未
満
で
あ
る
⑤
世
帯
の
預
貯

金
合
計
額
が
単
身
世
帯
は
　
万
円

５０

以
下
、
２
人
以
上
世
帯
は
１
０
０

万
円
以
下
で
あ
る
⑥
申
請
者
及
び

世
帯
に
属
す
る
方
が
、
国
や
地
方

自
治
体
等
が
実
施
す
る
類
似
の
給

付
ま
た
は
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

な
い
⑦
申
請
者
及
び
世
帯
に
属
す

る
方
が
暴
力
団
員
で
な
い

支
給
額
月
額
家
賃
額
（
単
身
世
帯

は
５
万
３
７
０
０
円
、
複
数
世
帯

は
６
万
９
８
０
０
円
を
上
限
）

※
支
給
期
間
は
６
か
月
間
以
内
で

す
。
た
だ
し
、
規
定
の
就
職
活
動

を
誠
実
に
継
続
し
、
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
場
合
は
、
３
か
月

間
を
限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
住
宅
の
貸
主
ま
た
は
貸
主
か
ら

委
託
を
受
け
た
事
業
者
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

※
家
賃
の
支
給
を
受
け
る
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
総

合
支
援
資
金
貸
付
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
生
活
援
護
課
就
労
・
住
宅
相
談

担
当
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
１

階
）
辺辺
７
２
９
・
７
６
７
０

「
と
し
ょ
か
ん
１
ね
ん
せ
い
」
事

業
～
小
学
１
年
生
の
皆
さ
ん

図
書
館
に
行
っ
て
み
よ
う

　
市
で
は
、
小
学
校
に
入
学
し
た

皆
さ
ん
（
２
０
０
５
年
４
月
２
日

～
２
０
０
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
児
童
）
を
対
象
に
、「
と
し
ょ

か
ん
１
ね
ん
せ
い
・
ひ
き
か
え
け

ん
」
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
（
市

内
公
立
小
学
校
で
配
布
、
各
市
立

図
書
館
に
も
有
り
）。

　
引
換
券
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
各
市
立

図
書
館
に
来
館
の
う
え
提
出
し
て

下
さ
い
。
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
下

さ
い
。

問
中
央
図
書
館
辺辺
７
２
８
・
８
２

２
０
返
７
２
９
・
６
１
６
０
、
ま

た
は
各
市
立
図
書
館

開
催
し
ま
す

ふ
く
し
の
し
ご
と
就

活
フ
ェ
ア
　
町
田

in

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
介
護
保

険
事
業
所
へ
就
労
希
望
ま
た
は
関

心
の
あ
る
学
生

日
５
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
～

４
時

場
ホ
テ
ル
　
ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田

地
下
１
階
ホ
ー
ル

内
市
内
介
護
保
険
事
業
所
職
員
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
人

事
担
当
者
ら
に
よ
る
相
談
ブ
ー

ス
、
資
料
提
供
、
施
設
見
学
会
の

予
約

※
詳
細
は
、
町
田
市
介
護
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
７
・
０
２

１
１
返
７
２
５
・
１
２
８
４
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
案
内
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
７
２
４
・
１
１
９
０

か
し
の
木
山
自
然
公
園
～
講
演
会

首
都
圏
直
下
型
 

地
震
と
防
災

日
４
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

２２

１１

正
午

場
同
公
園
「
森
の
家
」

交
通
町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
　
番
乗

１４

り
場
か
ら
成
瀬
台
行
き
バ
ス
で

「
大
谷
原
」
下
車
、
徒
歩
５
分

内
災
害
発
生
時
の
避
難
所
と
し
て

の
公
園
の
役
割
に
つ
い
て
等

講
武
蔵
野
学
院
大
学
特
任
教
授
・

島
村
英
紀
氏

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０

申
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
公
園

「
森
の
家
」（
辺辺
７
２
４
・
１
６
６

０
、
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
正

午
）
へ
。

第
２
期
生
募
集

米
作
り
農
業
研
修
生

　
農
業
委
員
の
指
導
で
、
お
米
作

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

対
市
内
在
住
で
、
あ
る
程
度
の
農

作
業
経
験
が
あ
る
方

※
そ
の
他
の
要
件
は
、
応
募
用
紙

別
紙
の
募
集
要
項
を
参
照
し
て
下

さ
い
。

日
５
月
～
２
０
１
３
年
　
月
の
月

１２

２
回
、
土
曜
日
の
午
前
９
時
～
　１１

時
　
分
（
予
定
）

３０
場
都
立
小
山
田
緑
地
及
び
忠
生
公

園
内
の
田
ん
ぼ

定
　
人
（
選
考
）

１０
費
年
間
６
０
０
０
円

申
応
募
用
紙
（
農
業
委
員
会
事
務

局
で
配
布
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
４
月
　
日
ま

２５

で
（
消
印
有
効
）
に
、
郵
送
で
農

業
委
員
会
事
務
局
（
〒
　
―
０
０

１９４

２
２
、
森
野
１
―
　
―
　
、
辺辺
７

３３

１０

２
４
・
２
１
６
９
返
７
２
４
・
１

１
８
６
）
へ
。

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央

図
書
館
へ
お
い
で
下
さ
い
。
応
募

説
明
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
有
す
る
事
業

主Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://www.library.city

                       .   
machida.tokyo.jp/opac/index.h

                             t   

m

 l   
サ
イ
ズ
・
枠
数
縦
　
ピ
ク
セ
ル
×

６０

横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル
・
４
枠
（
申

し
込
み
順
）

費
３
か
月
３
万
円

問
中
央
図
書
館
辺辺
７
２
８
・
８
２

２
０

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

お
　
詫
　
び

　
本
紙
３
月
　
日
号
６
面
掲

２１

載
の
「
公
園
へ
行
こ
う
外
」

の
記
事
中
、
博
物
館
の
電
話

番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
辺辺
７
２
６

・
１
５
３
１
」
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

問
広
報
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
１
返
７
２
４
・
１
１
７
１

年
生
に
、
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
お
配
り
し
ま
し
た
。
来
年

２
０
１
３
年
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京

（
東
京
国
体
）
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、

マ
ス
コ
ッ
ト
の
ゆ
り
ー
と
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
カ
バ
ー
で
す
。
よ
く
目

立
つ
黄
色
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
見
か
け
た

ら
、
そ
れ
は
新
１
年
生
で
す
。

　
今
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
期
間
中
で
す
。
特
に
、
こ
の

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
65

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
65

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
65

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
65

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
65

　
今
年
は
春
の
訪
れ
が
遅
く
、
や

っ
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開
花
し
ま

し
た
。

　
長
く
寒
い
冬
が
終
わ
り
、
本
格

的
な
春
に
な
り
ま
し
た
。
広
袴
の

雑
木
林
で
６
年
ぶ
り
に
シ
ュ
ン
ラ

ン
の
株
を
見
つ
け
ま
し
た
。
道
端

の
フ
キ
ノ
ト
ウ
４
～
５
個
て
ん
ぷ

ら
に
し
て
、
少
し
苦
味
の
あ
る
、

春
の
味
わ
い
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
ウ
グ
イ
ス
の
初
鳴
き
は
３
月
上

旬
で
例
年
よ
り
　
日
ほ
ど
遅
く
、

１０

ツ
バ
メ
は
い
つ
も
ど
お
り
、
３
月

末
の
初
認
で
し
た
。
冬
鳥
の
ア
オ

ジ
５
、
６
羽
が
、
あ
ま
り
上
手
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
え
ず
り
を

始
め
ま
し
た
。
ア
オ
ジ
は
も
う
す

ぐ
繁
殖
地
の
高
原
に
戻
っ
て
ゆ
き

ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
６
日
の
入
学
式
の

日
に
、
３
６
０
０
人
余
り
の
新
１

雑木林の中にひっそりと生えていたシュンラン

かわいいゆりーとがデザインされています


